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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第３四半期累計期間
第16期

第３四半期累計期間
第15期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成30年４月１日
至平成30年12月31日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 411,484 489,481 591,052

経常利益 （千円） 104,171 120,472 147,858

四半期（当期）純利益 （千円） 74,972 91,974 109,415

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 43,801 138,101 43,801

発行済株式総数 （株） 4,721,000 4,926,000 4,721,000

純資産額 （千円） 657,752 1,034,327 692,196

総資産額 （千円） 719,792 1,107,403 796,931

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 17.24 19.04 24.73

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 18.14 －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 91.38 93.40 86.86

 

回次
第15期

第３四半期会計期間
第16期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

自平成30年10月１日
至平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 4.63 9.96

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

４．第15期第３四半期累計期間及び第15期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

潜在株式は存在するものの、当社株式は第15期までは非上場であり、期中平均株価が把握できませんので、

記載しておりません。

５．１株当たり配当額については、配当実績がないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、自然災害により経済活動が一時的に弱くなったものの、災害の

影響が終息するとともに持ち直しました。また、企業収益や雇用環境の改善が設備投資や個人消費動向に波及し

内需が堅調に推移する等、景気は緩やかに回復を続けています。一方で、外国政府間の通商問題や世界経済の減

速が日本経済に影響する懸念が高まりつつあります。

当社が属する音声合成市場におきましては、電話自動応答システム、カーナビ、防災行政無線、スマートフォ

ン音声対話などの利用用途から、AI（人工知能）の品質向上によるPepperをはじめとしたコミュニケーションロ

ボット、コールセンターのオペレータ業務の自動化、車載器への対話システムなどの対話型利用用途へと変化し

ております。また、東京オリンピック、観光客の増加に伴う外国人への情報提供手段としての利用用途も見込ま

れており、堅調に推移しております。

音声合成市場には、多くのサービス事業、アプリケーションが投入され、競争が激化しており、より品質の高

い技術を投入するために研究開発費、製品開発費が増加する傾向にありますが、当社では今後更なる成長機会と

捉えて、「音声技術の応用サービス化を通して、音声技術の新しい文化を創出し、生活文化の向上に貢献するこ

と」に引き続き注力してまいります。

このような事業環境の中で、当第３四半期累計期間の音声合成事業は、法人向けサービス、コンシューマー

向け製品のパッケージ販売が順調に推移した結果、売上高489,481千円（前年同期比19.0％増）、営業利益

132,804千円（同28.8％増）、経常利益120,472千円（同15.6％増）、四半期純利益91,975千円（同22.7％増）

となりました。

なお、当社は音声合成事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりませんが、特性に

応じた３つの区分につきましては、法人向け製品販売257,321千円（前年同期比1.9％減）、法人向けサービス収

入151,088千円（同63.6％増）、コンシューマー向け製品販売81,071千円（同42.7％増）となりました。

また、当第３四半期会計期間末の資産合計は前事業年度末と比較して310,472千円増加し、1,107,403千円とな

りました。これは主に、ソフトウエアが7,448千円減少したものの、公募による新株の発行、第三者割当増資及

び自己株式の処分等により現金及び預金が315,688千円増加したことによるものです。

当第３四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末と比較して31,659千円減少し、73,076千円となりまし

た。これは主に、賞与引当金が4,706千円増加したものの、買掛金が8,047千円、流動負債「その他」に含まれる

未払金が12,738千円、未払費用が2,751千円、預り金が7,960千円減少したことによるものです。

当第３四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末と比較して342,131千円増加し、1,034,327千円となり

ました。これは、公募による新株の発行、第三者割当増資及び自己株式の処分等により資本金が94,300千円、資

本剰余金が152,590千円増加、自己株式が3,268千円減少し、四半期純利益の計上により利益剰余金が91,975千円

増加したことによるものです。

 

（2）経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社の経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、70,922千円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,926,000 4,926,000
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数

100株

計 4,926,000 4,926,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成31年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 4,926,000 － 138,101 － 107,900

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   4,925,000 49,250 －

単元未満株式 普通株式       1,000 － －

発行済株式総数 4,926,000 － －

総株主の議決権 － 49,250 －

（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式28株が含まれております。

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成30年10月１日から平成30

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 636,037 951,725

売掛金 91,472 96,532

仕掛品 1,450 7,605

原材料及び貯蔵品 602 1,194

その他 17,132 10,021

流動資産合計 746,695 1,067,079

固定資産   

有形固定資産 13,321 11,566

無形固定資産   

ソフトウエア 21,445 13,997

無形固定資産合計 21,445 13,997

投資その他の資産 15,467 14,760

固定資産合計 50,235 40,324

資産合計 796,931 1,107,403

負債の部   

流動負債   

買掛金 11,002 2,955

リース債務 758 782

未払法人税等 19,885 16,058

前受収益 12,186 12,619

賞与引当金 － 4,706

その他 56,419 32,969

流動負債合計 100,252 70,091

固定負債   

リース債務 3,289 2,700

長期前受収益 1,192 285

固定負債合計 4,482 2,985

負債合計 104,735 73,076

純資産の部   

株主資本   

資本金 43,801 138,101

資本剰余金 40,165 192,755

利益剰余金 611,578 703,553

自己株式 △3,350 △82

株主資本合計 692,196 1,034,327

純資産合計 692,196 1,034,327

負債純資産合計 796,931 1,107,403
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 411,484 489,481

売上原価 106,007 97,214

売上総利益 305,476 392,267

販売費及び一般管理費 202,329 259,462

営業利益 103,147 132,804

営業外収益   

受取利息及び配当金 3 4

講演料収入 30 131

補助金収入 1,000 －

営業外収益合計 1,033 136

営業外費用   

支払利息 － 117

為替差損 9 43

株式交付費 － 2,922

株式公開費用 － 9,385

営業外費用合計 9 12,468

経常利益 104,171 120,472

税引前四半期純利益 104,171 120,472

法人税、住民税及び事業税 29,631 27,652

法人税等調整額 △432 846

法人税等合計 29,198 28,498

四半期純利益 74,972 91,974
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期会計期

間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日）

減価償却費 12,043千円 10,427千円

 

EDINET提出書類

株式会社エーアイ(E34052)

四半期報告書

10/14



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、当第３四半期累計期間において新株予約権の行使請求に伴い新株式680,000株を発行致しました。

　また、平成29年９月27日開催の臨時株主総会決議に基づき、平成29年９月28日付で、第三者割当による自己

株式100,000株の処分を実施致しました。

　この結果、当第３四半期累計期間において資本金が13,600千円増加、資本剰余金が29,600千円増加、自己株

式が5,000千円減少し、当第３四半期会計期間末において資本金が43,801千円、資本剰余金が40,165千円、自

己株式が3,350千円となっております。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成30年６月27日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。上場にあたり、平成30年６

月26日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行120,000株

及び自己株式の処分67,000株により、資本金が55,200千円、資本剰余金が113,490千円増加し、自己株式が

3,350千円減少しております。

また、当社は、平成30年７月27日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連

した第三者割当増資による新株式の発行により、普通株式が85,000株増加し、資本金が39,100千円、資本剰余

金が39,100千円増加しております。

この結果、当第３四半期会計期間末において資本金138,101千円、資本剰余金192,755千円となっておりま

す。

 

 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は音声合成事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

株式会社エーアイ(E34052)

四半期報告書

11/14



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 17円24銭 19円04銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 74,972 91,974

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 74,972 91,974

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,348 4,831

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －円－銭 18円14銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） － 239

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概要

第７回新株予約権

新株予約権の数　99個

普通株式　　99,000株

 

 

－

 

（注）前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権の残高はあ
りますが、当社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月13日

株式会社エーアイ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　義仁　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 前田　 啓 　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エーア

イの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの第16期事業年度の第３四半期会計期間（平成30年10月１日から平成30

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エーアイの平成30年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 

以　上

 

（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２.ⅩＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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